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これまでのシンポジウム

グローバルCOE 『死生学の展開と組織化』およびその前身である21世紀

COL 『死生学の構築』では､これまでに2度､東西宗教美術の比較研究を

主眼としたシンポジウムを開催してきた｡初回は､ 2006年12月に開催した

『聖なるイメージ-彼岸とのコミュニケーションの手段として』､ 2回目

が2007年12月の『聖遺物とイメージの相関性一東西比較の言式み』であ

る｡初回のものは､ゲアハルト･ヴォルフ氏と奥健夫氏を招き､まず手始め

としてキリスト教美術研究と仏教美術研究における聖像についての研究状況

を相互に提示しあい､今後の比較研究の可能性を模索する端緒的な言式みだっ
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た｡そこでは双方で使用されてきた用語･概念についての共通理解や翻訳と

いう点で課題は山積するものの､研究成果の交換が相互に充分に刺激を与え

うることが確認されたように思う｡その上で､より論点を絞って議論を交わ

したのが2007年のシンポジウム『聖遺物とイメージの相関性』だった｡海

外からエリック･トウ-ノ､スコット･モントゴメリーの両氏､国内からは

肥田路美氏､根立研介氏に参加していただいたこのシンポジウムでは､聖遣

物崇敬/舎利信仰/遺骨信仰をめぐる東西双方の研究の蓄横の交換により､

｢聖遺物とイメージの相関性｣という点においてはキリスト教と仏教との間

に様々な共通点(像内納入､王権との密接な関連､辺土意識など)が存在す
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ることが浮かび上がってきた｡

｢世界美術史｣という研究動向

ところで2007年9月､私は妙な成り行きから､ジョン･オナイアンズ氏

がイースト･アンダリア大学において企画されたシンポジウム『世界美術史

さまざまな進路』において､これまでの私たちの試みについて話をする機
il

会を得た｡このシンポジウムに参加することにより｡ ｢世界美術史｣が目下､

国際的に熱い注目を浴びつつある新たな研究動向の一つであることを認識す

るに至ったが､些か驚いたことが二つある｡一つは､ ｢世界美術史｣に携わ

る人々が､従来は美術史学の研究対象とされてこなかった様々な地域につい

て極めて熱心に研究されていることであった｡しかし同時に､異なる地域を

対象とする研究者の間での比較研究の試みがそれほどなされていないらしい､

ということにもとりわけ驚いた｡小佐野重利氏との連名によるペーパー｢日

本における比較美術史の試み｣の内容は､ごくありふれた試みの紹介だとば

かり思っていたのだが､発表後､参加者の方々から思いがけない反応をいた

だいた｡とりわけ不思議だったのは何人の方から｢比較って面白いんだね｣

と好意的な声をかけられたことである｡世界各地の美術についての研究体制

は整いつつあるが､異なる地域の美術間の比較についてはあまりまだ行なわ

れていないということを嘆く方が少なからずおられたのである｡私たち日本

の研究者は､美術史に限らずさまざま分野で､日本の事例を他の地域の事例

と様々に比較することに､慣れ親しんでいるところがある｡そのため､この

ような反応は逆に私には大きな驚きであった｡

私たちの､自らの文化や芸術を相対化すべく､好んで他の文化と比較する

傾向は､必ずしも国際的な常識ではないらしい｡我が国で行なわれてきた比

較は､多分に自国と他国との比較であるために､必ずしも客観的なものとは

言い切れない側面がある｡実際｢日本史｣､ ｢世界史｣という教科区分にうか

がわれるように､我が国で｢世界｣とは､しばしば真にグローバルな意味で

の世界ではなく､ ｢日本を除いた世界｣を意味することには､自覚的である
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本霊異記』などをはじめとする東西の数多の史料が物語っている｡仏教にお

いて､仏像が動けば､何らかの奇瑞とみなされたように､キリスト教中世に

おいても､かなり早い段階から､聖遺物と同様に聖像は神が地上においてそ

の力を行使する際の媒体と捉えられ､像が動くということは､神の力の行使

を目の当たりにするという恩寵を意味したのである｡

本シンポジウムについて

さて､本日のシンポジウムでは､美術館に入る以前の礼拝像に対する人々

のこのような期待や祈念のあり方の諸相を､礼拝像と奇跡というテーマに

絞って考察しようと思う｡かつて人々は像に向かって､死後の平安や現世で

の救いを求めて､様々に祈り念じた｡この点は､キリスト教においても仏教

においても同様だったと思われる｡ 2006年のシンポジウムにおいて明らか

になったように､像は死後の世界ないし天界との回路であり､死と生を繋ぐ

役割を果たしていた｡しかし礼拝像をめぐる信仰には､理論と実践が比較的

合致して展開した聖遺物崇敬に比べて､相当に複雑な側面があったことが､

2007年のシンポジウムを通じて改めて認識された｡そこで､今回は､像は

どのようにして奇跡を起こしうるのか､あるいはどのような像が､奇跡を起

こすことを期待されたのか､また奇跡を起こしうるとみなされた像がどのよ

うに扱われたのか､といった問題を中心に取り扱ってみたいと思っている｡

礼拝像や祈念像は天界なuL死後の世界とコミュニケーションを取るため

の手段の一つだが､ただ像だけでは必ずしも有効なメディアとしては機能し

ないようだ｡多くの場合､像はある特定の場所と結びついたり､特別な儀式

に用いられてはじめて､動き､奇跡を起こした｡ ｢像と場｣の問題について

は､長岡龍作氏が仏教の事例を検討されるが､像と場との複雑な関係性につ

いての議論の端緒を切る発表となるものと期待される｡

また宗教美術史研究においては､その対象が専ら前近代に偏りがちな傾向

があることは否定できない｡かつての人々の像に対する期待や祈念について

研究する人々の多くは､近現代における同様の現象については一顧だにせず､
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むしろ無知蒙昧の所業として切り捨ててしまうことが多いように思われるo

Lかし礼拝像に対する心性は､実は常変わらず現代にも綿々と伝わってい

る｡その命脈が通常大学や美術館･博物館の研究者にまでは届いていないだ

け､と言ってもよいかもしれない｡アイヴァン･ギャスケル氏の発表は､と

もすると研究者が捨象してしまう現代の礼拝像に果敢に取り組まれたもので､

我々に新たなアスペクトを提供してくれるものと期待される｡

加須崖誠氏は､往生という奇跡をわが身に起こすためのイメージ･トレー

ニングの手段としての絵画の役割や､現実に起きた奇跡の記録としての像の

意味や機能およびその開示方法などについての考察を展開される｡自らにも

奇跡が起きることを糞う多くの人々の期待を背景にしての造像ないし作画行

為についての東西比較の端緒ともなりうる事例を紹介して下さるだろう｡最

後にゲアハルト･ヴオルフ氏は､呪力とも言うべき特別な力を備えた像と美

的特質ないし芸術性との関わり､またそうした聖像と観者-信徒との相互交

渉などについて､ハンス･ベルテインクの研究を批判的に発展させた発表を
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される予定である｡

以上の四氏の発表の後に､本グローバルCOEの事業推進担当者である大

稔哲也氏に､イスラーム文化研究の立場から聖遺物や聖像に関連したヨメン

トをいただき､さらに､我々の一連のシンポジウムについて常にブレーンの

ような役割を果たしている文化庁の奥健夫氏にも仏教彫刻史研究の立場から､

興味深い諸事例の紹介を含めてのコメントをいただく予定である｡

ところで､本日四番目に発表を予定されるヴオルフ氏は､実はまだ会場

に到着されていない｡既に成田空港には着いておられるとの報は得ている

が､会場に到着されるまでにはもう少し時間がかかるように思われる｡ヴオ

ルフ氏の義無い到着を願って､ここに一度ヴオルフ氏の画像(囲う)を投影

してみよう｡先ほど取り上げた｢動く礼拝像｣の話を例にとり､この写真を

礼拝像と仮定するならば､我々の祈りの念が通じれば､超越的な力によって､

この像が動くことが期待できる｡果たしてこの像(-ヴオルフ氏の肖像写

真)への我々の祈りが通じて､この像が動き出すか否か(つまりは､プロト

タイプ(-ヴオルフ氏自身)が現れるか否か)については､このシンポジウ
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